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抗酸化剤である α-リポ酸（1,2-dithiolane-3-pentanoic acid, α-LA）の肝保護効果

の機序を解明すべく、D-galactosamine（GalN,）/リポ多糖（LPS）誘発急性肝不

全ラットモデルを用いて、病理組織、炎症性サイトカイン・iNOS の発現制御機

序を検討した。その結果、NF-κB 阻害を介した TNF-α・iNOS 発現の抑制ととも

に IL-10 発現増強が重要であることを明らかにし学位に値する研究と考えられ

た。 
 


